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　　　　　南病棟チームカンファレンス記録

平成　20年　7月　3日　(木)　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会者　田村　広恵　　記録者　田ノ上　愛子
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出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名

する事。

＜連絡事項＞

・本日、空調切り替えが終了したとの事です。エアコンは使用出来る状態ですが、使用時は気温を確認し使用して下さい。
・田名部Drより、職員旅行中に発熱等でた場合は、良Drに指示貰って下さいとの事です。

・CDユニット排泄表をCとDに分けて作成し直しました。使用してみて不便な所がありましたら、庭田CWまでお願いします。
・4月分のカルテを5日の深夜帯で外します。それまでに、受持ち患者様のカルテのチェックを済ませておいて下さい。

・6月、早退・遅刻したスタッフは、時間を小向S.G.M.まで報告して下さい。

＜患者様連絡事項＞

・古川　徳一様～ミノマイシンが本日の朝で飲み切り止めとなっています。

・佐々木　みね様～ハロマンス（50）１A　施行しています。

・田端　玲子様～本日グリセリン浣腸120ml １本処方され行い、反応便中等量見られています。

・村舘　みね様～腰～下肢にかけ、所々疼痛の訴え聞かれており、本日レントゲン撮っています。結果、異常なく様子観察との事です。

・角谷　育子様～残食が目立ち、おやつ時のジュースを本人と話し合いをし控えて頂いていましたが、本人よりジュースが飲みたいと訴え聞かれ、本日受持ち担当者と再度話し合いをし、以下の事を決めています。

　◎7/7よりジュース購入開始―月・水曜日は２本で、金曜日は３本。

　◎毎食後本人とスタッフで残食確認をし、チェック表にスタッフがサインをする。

　　チェック表は、担当者が期日までに準備し、食事板の後ろに挟んでおきます。

　◎残食があった週は、ジュース禁となります。

　◎ジュースは、詰所預りとし15時のおやつ時に取りにくる事になっています。

＜口腔ケア勉強会＞

嚥下障害について（解剖とメカニズム）口腔ケア学習会第2回　
【嚥下障害とは】：疾病や老化などの原因により飲食物の咀嚼や飲み込みが困難になる障害をいいます。

通常私達は，咀嚼した食物を舌を使って咽頭へ送り，嚥下します。その時，軟口蓋が挙上することで，口腔と鼻腔が遮断されます．また，喉頭蓋で気管へ蓋をし，嚥下の瞬間だけ開く食道へと送り込みます．これらの複雑な運動に関わる神経や筋肉に何らかの障害が生じた場合，嚥下障害となる訳です。
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　【解剖】　　　　　　　　　　　　　　　

◆鼻腔（びくう）
◆軟口蓋（なんこうがい）
口の天井の骨が無く軟らかい部分．
◆上顎骨（じょうがくこつ）上あごの骨
◆口蓋垂（こうがいすい）
いわゆるのどちんこ
◆舌（ぜつ）
◆舌尖（ぜっせん）舌の先端部分
◆口唇（こうしん）くちびる
◆下顎骨（かがくこつ）下あごの骨
◆喉頭蓋谷（こうとうがいこく）
奥舌と喉頭蓋の間にあるくぼみ．
嚥下の際，食塊を一旦溜める重要な場所．
◆喉頭蓋（こうとうがい）
嚥下の瞬間，喉頭の蓋になる
非常に重要な場所．
◆舌骨（ぜっこつ）舌と喉頭を繋ぐ役割の骨．喉頭の挙上に重要な役割を担う．
◆食道入口部（しょくどうにゅうこうぶ）食道の入り口．通常は閉じている．
◆声帯（せいたい）発声を行う器管．同時に誤嚥防止にも役立っている．
◆食道（しょくどう）食物の通り道．通常は閉じている．
◆気管（きかん）空気の通り道．嚥下の瞬間以外，常に空気が通っている．
【嚥下運動】
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　　　１．口腔準備期（咀嚼期）
　　　　　食物を口腔内で処理して，必要なら咀嚼して飲み込みやすい物性に変える時期．
　　　２．口腔期
　　　　　舌を使って食物を後方に送り込む時期．
　　　３．咽頭期
　　　　　嚥下反射が誘発されてから食塊が咽頭を通過するまで．
　　　４．食道期
　　　　　食道の蠕動運動によって食塊を胃に送りこむまで．
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	食物が口腔内に入ると，まず咀嚼をして食物を飲み込める状態にします．
この飲み込める状態になったものを食塊といいます．
上手く咀嚼を行い食塊をつくるためには，咀嚼するための「歯」があることはもちろんですが，それと同時に舌や頬の運動も必要です．舌や頬に運動障害や感覚麻痺があると，食塊をつくることが難しくなります．また，口唇がきちんと閉鎖出来ないと，口腔内から食物がこぼれてしまいます
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	咀嚼がある程度完了したら，舌を使って食物を咽頭へ送ります．
この時に重要なのが舌尖の挙上です．舌尖を挙上して上顎に付けることが出来ないと，咽頭への送り込みがうまくいかず，いつまでも口腔内に食物が残ってしまいます．この時にも口唇の閉鎖は重要です．口唇閉鎖ががきちんと出来ていないと，食塊を後方へ送ることが困難です．．
また，この時軟口蓋は上へ上がるのと同時に後方へ膨らみ，口腔と鼻腔を遮断する準備をします．
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	舌は口蓋にしっかり付き，舌骨が引き上げられ，喉頭が上前方へ移動し，そのため喉頭蓋が後方へ倒れます．軟口蓋は口腔と鼻腔を遮断しています．この時口腔と鼻腔の遮断がきちんと出来ないと，食物や水分が鼻腔に逆流してしまいます．嚥下の際，呼吸は停止します．
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	舌全体が口蓋にしっかり付きます．そのため舌骨は更に上方へ引き上げられ，喉頭は更に上前方へ移動し，結果的に喉頭蓋は気管へ蓋をするような形で倒れます．また喉頭が上前方へ移動することで，喉頭の後方にある食道入口部が開き，そこへ食塊が押し込まれます．この時に喉頭が上前方へ十分移動出来ないと，食道入口部の開大が不十分となり，そのため食道へ入りきれなかった食塊が気管へ侵入する結果となり，これを誤嚥と言います．誤嚥は食道の開大不全の他，嚥下のタイミングのズレなどでも生じます．
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	食道の蠕動運動で，食塊は食道を胃へと向かっていきます．
口蓋へしっかり押し付けられていた舌は緊張を弱め，舌骨，喉頭は下方に下がり，それと共に喉頭蓋は再び上方に上がり始めます．また，軟口蓋も元の位置に戻り始めるので，鼻腔と咽頭の交通が再開され，呼吸が再開されます．



【嚥下障害のテスト】

	反復唾液嚥下テスト（ repetitive saliva swallowing test , RSST ） 　

	1. 被検者を座位とする 

2. 検者は被検者の喉頭隆起・舌骨に指腹をあて，30秒間嚥下運動を繰り返させる．被検者には「できるだけ何回も”ごっくん”と飲み込むことを繰り返して下さい」と説明する．喉頭隆起・舌骨は，嚥下運動に伴って，指腹をのり越え前方に移動し，また元の位置に戻る．この下降運動を確認し，嚥下完了時点とする． 

3. 嚥下運動時に起こる喉頭挙上→下降運動を触診で確認し，30秒間に起こる嚥下回数を数える．高齢者では，30秒間に３回できれば正常とする． 

· 嚥下障害患者では，１回目の嚥下運動はスムーズに起きても，２回目以降，喉頭挙上が完了せず，喉頭隆起・舌骨が上前方に十分移動しないまま，途中で下降してしまう場合がある．これを真の嚥下運動と鑑別することに注意を要する． 

· 口渇が強く，嚥下運動を阻害していると考えられる患者には，人工唾液（サリベート）や少量の水を口腔内に噴霧し，同時にテストを施行する．判定値は，ほとんど変わらない．また，30秒では嚥下運動が観察されない場合には，観察時間を１分に延長する．観察時間の延長は，重度嚥下障害の経時的変化を追跡する場合に有用である． 


【嚥下障害の症状】


・　物を飲み込むのが困難．・　飲み込む時に痛みがある．・　喉につまった感じがある．
　・　口から食べ物がこぼれる．・　口の中に食べ物が残る．・　唾液が多い．
　・　よだれがでる．・　口が乾く．・　飲み込む前にむせたり咳き込んだりする．
　・　飲み込む時にむせたり咳き込んだりする．・　飲み込んだ後にむせたり咳き込んだりする．
・　食べ物が舌の奥や喉にひっかかる．・　飲み込んだ後に声がかれる．（声が変わる．）
　・　食べるのに時間がかかる．・　食べ物や胃液（酸）が口の中に戻ってきたり，吐いたりする．
　・　固形物のほうが水分より飲み込みにくい．（水分のほうが良い）・　やせた．（体重が減った）
　・　水分のほうが固形物より飲み込みにくい．（固形物のほうが良い）
　・　食べ物が胸につかえる．・　胸焼けがする．・　しばしば肺炎や気管支炎を繰り返す・







